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最近、食品廃棄物が気になっています。食品廃棄物の現状について教えて下さい。

回 答

はじめに言葉の意味・定義から説明します。はっきりした定義はないようですが、“食品廃棄物”とは、食品の製

造・加工・流通・消費などの際、廃棄される食品の総称です。製造や加工の際に発生する廃棄物や、流通の際に

発生する売れ残り、消費の際に発生する調理くずや食べ残しなどを言います。

これに対し似たような言葉で”食品ロス“という言葉も使われますが、こちらは、食べられる状態であるにもかか

わらず廃棄される食品。小売店での売れ残り・期限切れ、製造過程で発生する規格外品、飲食店や家庭での食

べ残し・食材の余りなどです。（日本大百科全書(ニッポニカ)参照）

さて、ご質問の食品廃棄物に戻ります。平成 25 年度の農林水産省のデータでは食料の物質収支は参考欄の

（URL-A）に見る通りです。食品廃棄物のリサイクルを進めるために食品リサイクル法が 2001 年に施行され、

事業者に排出抑制とリサイクルが義務づけられて、農林水産省は年間の発生量を推計している。それによる

と、食品産業から発生する量は平成 25 年度で約 19,270 万トンに上り、なかでも食品製造業が約 15,900 万

トンと最も多くこれに外食産業、小売業、卸売業が続いています。(参考欄の食品廃棄物等の発生 URL 参照)

一方、一般家庭からの家庭系廃棄物は 870万トンあり、この内可食部分と考えられる量（食べ残し、過剰

除去、直接廃棄）の量は 302万トンと推計されています。

  話が飛びますが、世界に目を向けると飢餓が原因で 1 日に 4～5 万人（1 年間に 1500 万人以上）の人が

亡くなっており（国連食糧農業機関(FAO)）そのうち 7 割以上が子どもたちです

穀物は年間 24 億トン生産されています。これは世界中の人が生きていくのに必要な量のおよそ 2 倍に

相当すると言われております。

24 億トン （年間穀物生産量） ÷ 71 億人 （世界の人口）⇒ 338kg （1 人当たり）

※1 人当たり 1 年間の標準量は 180kg

という計算が成り立つそうですので、私達日本人は家庭から毎年 302 万トン÷0.18 トン＝1,678 万人/年

分の食料を捨てている事になります。

この大問題は複雑で一挙に解決することが難しいのですが、出来るところから実行してゆかねば地球温暖化

にも大きな影響を及ぼすようになります。

   ・出来るだけ地産地消しましょう。

   ・食材を有効利用できる調理を心掛けましょう。

・食べ残しを減らしましょう。

・賞味期限・消費期限を正しく理解し、廃棄処分を減らしましょう。

はぶ

農水省/食品廃棄物の利用状況等(A)http://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/pdf/hurorev2.pdf

食品廃棄物等の発生量：http://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/kankyoi/pdf/150330-02.pdf

5 分でわかる食料問題 http://www.chikyumura.org/environmental/earth_problem/food_crisis.html
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